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印
刷
▼
有
限
会
社
大
和
印
刷

編
集
後
記
▼
武
石
の
澄
ん
だ
夜
空
に
花
火
が
上
が
ら
な
い
の
は
、ち
ょっ
と
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。で
も
夏

祭
り
で
は
、た
く
さ
ん
の
輝
く
笑
顔
に
出
会
え
、う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。不
景
気
で
花
火
が
上
が
ら
な

く
て
も
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
中
に
花
火
の
よ
う
な
輝
き
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
★  

〈
掛
川
〉

武石 
の
景風

再生紙を使用しています。

信広寺のサルスベリ

保育園に
おすもうさんがやってきた!!
保育園に
おすもうさんがやってきた!!

1「わっしょい！わっしょい！」元気な
かけ声でおみこしをかつぐ月組
園児2鈴を鳴らしておみこしを
ひっぱる花組園児3おみこしに
乗ったおばけ3人組4何ができあ
がるかな？5「それ、はいれっ！」
「やったぁ★はいったよ！」

1

2 3

4 5

さ
ぁ
さ
ぁ
　

み
な
さ
ん

　
　

お
願
い
だ
ぁ
〜

◆
斧
入
式
／
午
前
８
時

　
　

場
所  

小
沢
根
保
代
地
区

◆
御
柱
里
曳
き
／
午
後
１
時

　
　

場
所  

上
武
石
公
民
館
〜
信
広
寺

御
柱 

山
出
し
祭

子
檀
嶺
神
社

11
月
8
日（
日
）

　

8
月
11
日
、
武
石
保
育
園
に
伊
勢

ノ
海
部
屋
の
お
す
も
う
さ
ん
6
人
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
月
組
園
児
が

「
何
を
食
べ
て
大
き
く
な
っ
た
ん
で

す
か
？
」
「
体
重
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、

お
す
も
う
さ
ん
は
「
好
き
嫌
い
を
し

な
い
で
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
「
今

日
来
て
い
る
お
す
も
う
さ
ん
の
体
重

は
1
0
0
〜
1
7
0
㎏
で
す
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
す
も
う
さ
ん
vs
園
児
の
相
撲
で

は
、
小
さ
な
体
で
立
ち
向
か
っ
て
い

く
子
、
逃
げ
回
る
子
、
泣
き
出
す
子

な
ど
表
情
は
さ
ま
ざ
ま
。
ど
の
子
も

お
す
も
う
さ
ん
の
大
き
な
体
に
興
奮

し
て
い
ま
し
た
。

　

相
撲
の
あ
と
に
は
、
お
す
も
う
さ

ん
が
土
俵
に
上
が
る
と
き
の
ま
げ

「
大
銀
杏
」
を
結
う
の
を
見
学
。
不

思
議
な
型
に
で
き
あ
が
っ
て
い
く
光

景
に
園
児
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
す
も
う
さ
ん
と
記
念
写
真
を

撮
っ
た
あ
と
は
、
各
教
室
に
戻
り
、

お
す
も
う
さ
ん
と
の
昼
食
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

お
す
も
う
さ
ん
と
の
楽
し
い
時

間
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な

一
日
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　7月24日、武石保育園の『お
たからなつまつり』は、園児た
ちのおみこしと月組の元気な歌
でスタートしました。朝から天
気が心配されましたが、てるて
るぼうずを作った園児たちの願
いが届いたのか、祭りが始まる
ころには日がさしてきました。
　今年の祭りは、個性的なおば
けの3人組が登場する絵本
『めっきら　もっきら　どおん
どん』にちなんだおみこしやお
店屋さんがあり、園児たちはお
父さんやお母さんと一緒に祭り
を楽しんでいました。

▽きれいな花には『毒』がある!?
身近な花にも意外と毒性があります。エンジェ
ルトランペットもそのひとつ。観賞用として楽
しみましょう♪

　　　9月下旬～10月上旬。トランペット型
　の大きな花を咲かせます。夕方になると甘
い香りが漂います。

余里のエンジェルトランペット

花言葉

愛敬

武石の

花だより

保育園に
光るたからもの
保育園なつまつり

い
ち
ょ
う
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バケツリレーによる初期消火訓練

左から柿嶌団員、指揮者の滝沢心団員、村岡団員

　

12
日
、
祭
り
は
消
防
上
小
大
会

で
準
優
勝
し
た
上
田
市
消
防
団
第

八
方
面
隊
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
開
会
式
に
引
き
続

き
、
武
石
小
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏

や
ダ
ン
ス
ス
ピ
リ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
美
ヶ
原
飛
龍
太
鼓
保
存

会
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

人
気
を
集
め
た
の
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

電
王
シ
ョ
ー
。
子
ど
も
た
ち
は
、

敵
と
戦
う
電
王
に
あ
り
っ
た
け
の

声
で
「
が
ん
ば
れ
〜
」
と
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
保
育
園
児
や

小
学
生
の
か
わ
い
い
子
ど
も
み
こ

し
や
、
豪
快
な
大
人
み
こ
し
が
会

場
を
練
り
、
武
石
音
頭
・
小
唄
な

ど
郷
土
の
踊
り
も
行
わ
れ
、
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

地
域
の
課
題
を
よ
り
深
く
協
議

す
る
た
め
、
第
4
回
協
地
域
議
会

か
ら
、
地
域
振
興
部
会
、
市
民
生

活
部
会
の
2
つ
の
部
会
を
設
け
ま

し
た
。
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
全

体
協
議
や
委
員
の
提
案
を
参
考
に

し
て
、
担
当
分
野
ご
と
に
協
議
を

行
う
予
定
で
す
。

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

No.15

問 

地
域
振
興
課  

℡
85-

2
8
2
4

7
月
30
日
開
催

第
4
回

●
武
石
全
域
公
園
化
に
つ
い
て

　

武
石
地
域
住
民
が
地
域
を
美
し

く
す
る
共
通
の
意
識
を
持
っ
て
、安

ら
ぎ
を
与
え
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る「
武
石
全
域
公
園
化
」に
取
り

組
む
た
め
、
地
域
協
議
会
で
協
議

を
始
め
ま
し
た
。
余
里
の
花
桃
の

里
の
地
域
づ
く
り
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
協
議
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　

近
年
、
各
地
で
相
次
い
で
発
生

し
て
い
る
地
震
や
豪
雨
災
害―

。

　

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制

を
つ
く
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
8
月
29
日
、
真

田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
上
田
市

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
署
、
消
防
団
、
自
治
会

や
各
企
業
等
が
参
加
し
、
大
規
模

地
震
発
生
を
想
定
し
た
本
格
的
な

訓
練
が
行
わ
れ
、
武
石
地
域
の
自

治
会
長
も
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練

会
場
で
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
や
初
期
消
火
、
土
の
う
積
み
や

応
急
給
水
訓
練
の
ほ
か
、
A
E
D

体
験
講
習
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
実
践
的
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
武

石
地
域
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
非
常
時
に
対
す
る

準
備
や
各
ご
家
庭
の
安
全
に
つ
い

て
、
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

8
月
26
日
開
催

第
5
回

　

ふ
る
さ
と
武
石
の
夏
を
彩
る
夏
祭
り
が
8
月
12
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
花
火
大
会
が
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
武
石
の
夏
は
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
28
回 

武
石
夏
祭
り

武丸田J2みこし

▼
地
域
振
興
部
会
（
地
域
振
興
、
産
業
観
光
、
建
設
関
係
）

　

会
長
　

清
住
章
雄
委
員
　
　
　
　

副
会
長
　

井
出
守
雄
委
員

▼
市
民
生
活
部
会
（
市
民
生
活
、
健
康
福
祉
、
教
育
関
係
）

　

会
長
　

橋
詰
真
由
美
委
員
　
　
　

副
会
長
　

高
田
　

忍
委
員

上
田
市

総
合
防
災
訓
練

〜
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
〜

★食糧　水、長期保存可能なごはん、
　　　　レトルト食品、缶詰など
★救急用品・貴重品

包帯、消毒液、風邪薬、現金、
預金通帳、印鑑、保険証、
免許証など

★衣類　下着、靴下、軍手、タオルなど

非常時の持ち出し品を
準備しておこう！

被害が大きなときは、
広域避難場所へ避難！

武石地域の
広域避難場所

・武石小学校
・武石ふれあい教室
　　（旧権現保育園）

例えば

　市消防大会小型ポンプ操法の部で8
位入賞した武石第三分団、ラッパ吹
奏個人の部で上位入賞した2名、第八
方面隊で選抜されたラッパ吹奏者で
構成するラッパ団体チーム「上田市
消防団E」が、7月12日、長和町多目
的グラウンドで開催された上小地区
大会へ出場しました。上田市のほか、
東御市、長和町、青木村の消防団が
参加。市大会終了後も練習を重ねた
選手たちは、惜しみなくその成果を
披露し、見事な好成績を収めました。
【大会結果】
▽小型ポンプ操法（16チーム出場）
　第4位　武石第三分団

▽ラッパ吹奏団体（8チーム出場）
　準優勝　上田市消防団E
　　　（第八方面隊選抜チーム）

▽ラッパ吹奏個人（18人出場）
　第14位  村岡峻団員（武石第三分団）
　第15位  柿嶌洋一団員（　　〃　　）

上小地区大会
武石の選手たちが大健闘！

消防 

3

市職員の灯みこし

堀之内の園児・小学生による天神なかよしみこし

かわいいダンスを披露♪ダンススピリッツ

迫力ある美ヶ原飛龍太鼓保存会の演奏ソフトテニス大会 JA職員の俵みこし

沖地区有志による夢みこし

武石第四分団の消防第四みこし

グラウンドゴルフ大会

みんなで輪になって武石音頭♪

消防士に変身！

「がんばれ～」子どもたちの声援が響く仮面ライダー電王ショー

　

14
日
に
は
、親
善
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
空
の
下
、

参
加
者
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。
森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
は
無
料
開
放
さ
れ
、
多
く

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
親
善
囲
碁
大
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
囲
碁
を
通
し

て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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環
境
と
も
の
づ
く
り
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室

谷川岳の
山頂をめざす
　　　～夏山登山～

武
石
の
自
然
を
満
喫
！ 

魚
の
つ
か
み
ど
り

問 武石公民館  ℡85-2030武石公民館だより No.15

【施設の概要】
▶構　　造／木造平屋建
▶延床面積／512㎡
▶施設内容／遊戯室、多目的室
（図書・学習・集会・創作など
に使用可能）、調理室、子育て
支援室、事務室、学童クラブ専
用の学童クラブ室

▶事 業 費／約1億7,700万円

【武石児童館完成予想図】

　

武
石
公
民
館
と
武
石
山
岳
会
主
催

に
よ
る
夏
山
登
山
が
8
月
2
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
50
名
は
、
群

馬
と
新
潟
の
県
境
に
あ
る
日
本
百
名

山
の
ひ
と
つ
、
谷
川
岳
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
降
り
る
と

小
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
、
雨
具
を

着
て
い
ざ
出
発
。
山
頂
で

は
少
し
霧
が
ま
い
て
い
ま

し
た
が
、
一
瞬
近
く
の

山
々
の
頂
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
は
大
喜

び
！
全
員
怪
我
も
な
く
無

事
下
山
で
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
来
年
も
参

加
し
た
い
」
と
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

 

「
さ
か
な
、
い
た
よ
！
」
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
武
石
の
清
流
に

響
き
渡
り
ま
す
。

　

8
月
4
日
、
気
持
ち
の
よ
い
夏
の

日
差
し
の
下
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校

水
田
横
の
河
川
公
園
に
は
、
約

1
0
0
名
の
小
学
生
が
集
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
高
学
年
が
上

流
、
低
学
年
が
下
流
へ
と
分
か
れ
ま

す
。
川
の
中
を
じ
ー
っ
と
見
つ
め
た

り
、
岩
の
下
を
手
で
探
っ
た
り
、
ど

　

8
月
10
日
、
武
石
公
民
館
で
「
風

車
を
作
っ
て
環
境
問
題
を
学
ぼ
う
！

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
学
生
や
親
子
連
れ
9

名
が
参
加
。
風
車
に
つ
い
て
の
簡
単

な
説
明
の
あ
と
、
数
種
類
の
風
車
か

ら
自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
選
び
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
制
作
し
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
人
も
真
剣
な
顔
で

風
車
作
り
に
取
り
組
み
、
で
き
あ
が

っ
た
風
車
が
勢
い
よ
く
回
る
と
「
す

ご
い
！
回
っ
た
よ
！
」
と
笑
顔
で
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
も
体
験
で
き
た
1
日
で
し
た
。

の
子
も
一
生
懸
命
に
ニ
ジ
マ
ス
を
探

し
て
い
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
川
に
親
し
み
、
仲
間

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
そ
の
心
は
豊

か
に
育
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

武
石
児
童
館
建
設
工
事
の

安
全
祈
願
祭
・
起
工
式
が
8

月
4
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
年
4
月
の
開
館
を
目

指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

「
武
石
児
童
館
」

      

建
設
始
ま
る
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優
勝
し
た
上
田
市
消
防
団
第

八
方
面
隊
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
開
会
式
に
引
き
続

き
、
武
石
小
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏

や
ダ
ン
ス
ス
ピ
リ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
美
ヶ
原
飛
龍
太
鼓
保
存

会
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

人
気
を
集
め
た
の
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

電
王
シ
ョ
ー
。
子
ど
も
た
ち
は
、

敵
と
戦
う
電
王
に
あ
り
っ
た
け
の

声
で
「
が
ん
ば
れ
〜
」
と
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
保
育
園
児
や

小
学
生
の
か
わ
い
い
子
ど
も
み
こ

し
や
、
豪
快
な
大
人
み
こ
し
が
会

場
を
練
り
、
武
石
音
頭
・
小
唄
な

ど
郷
土
の
踊
り
も
行
わ
れ
、
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

地
域
の
課
題
を
よ
り
深
く
協
議

す
る
た
め
、
第
4
回
協
地
域
議
会

か
ら
、
地
域
振
興
部
会
、
市
民
生

活
部
会
の
2
つ
の
部
会
を
設
け
ま

し
た
。
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
全

体
協
議
や
委
員
の
提
案
を
参
考
に

し
て
、
担
当
分
野
ご
と
に
協
議
を

行
う
予
定
で
す
。

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

No.15

問 

地
域
振
興
課  

℡
85-

2
8
2
4

7
月
30
日
開
催

第
4
回

●
武
石
全
域
公
園
化
に
つ
い
て

　

武
石
地
域
住
民
が
地
域
を
美
し

く
す
る
共
通
の
意
識
を
持
っ
て
、安

ら
ぎ
を
与
え
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る「
武
石
全
域
公
園
化
」に
取
り

組
む
た
め
、
地
域
協
議
会
で
協
議

を
始
め
ま
し
た
。
余
里
の
花
桃
の

里
の
地
域
づ
く
り
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
協
議
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　

近
年
、
各
地
で
相
次
い
で
発
生

し
て
い
る
地
震
や
豪
雨
災
害―

。

　

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制

を
つ
く
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
8
月
29
日
、
真

田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
上
田
市

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
署
、
消
防
団
、
自
治
会

や
各
企
業
等
が
参
加
し
、
大
規
模

地
震
発
生
を
想
定
し
た
本
格
的
な

訓
練
が
行
わ
れ
、
武
石
地
域
の
自

治
会
長
も
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練

会
場
で
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
や
初
期
消
火
、
土
の
う
積
み
や

応
急
給
水
訓
練
の
ほ
か
、
A
E
D

体
験
講
習
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
実
践
的
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
武

石
地
域
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
非
常
時
に
対
す
る

準
備
や
各
ご
家
庭
の
安
全
に
つ
い

て
、
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

8
月
26
日
開
催

第
5
回

　

ふ
る
さ
と
武
石
の
夏
を
彩
る
夏
祭
り
が
8
月
12
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
花
火
大
会
が
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
武
石
の
夏
は
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
28
回 

武
石
夏
祭
り

武丸田J2みこし

▼
地
域
振
興
部
会
（
地
域
振
興
、
産
業
観
光
、
建
設
関
係
）

　

会
長
　

清
住
章
雄
委
員
　
　
　
　

副
会
長
　

井
出
守
雄
委
員

▼
市
民
生
活
部
会
（
市
民
生
活
、
健
康
福
祉
、
教
育
関
係
）

　

会
長
　

橋
詰
真
由
美
委
員
　
　
　

副
会
長
　

高
田
　

忍
委
員

上
田
市

総
合
防
災
訓
練

〜
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
〜

★食糧　水、長期保存可能なごはん、
　　　　レトルト食品、缶詰など
★救急用品・貴重品

包帯、消毒液、風邪薬、現金、
預金通帳、印鑑、保険証、
免許証など

★衣類　下着、靴下、軍手、タオルなど

非常時の持ち出し品を
準備しておこう！

被害が大きなときは、
広域避難場所へ避難！

武石地域の
広域避難場所

・武石小学校
・武石ふれあい教室
　　（旧権現保育園）

例えば

　市消防大会小型ポンプ操法の部で8
位入賞した武石第三分団、ラッパ吹
奏個人の部で上位入賞した2名、第八
方面隊で選抜されたラッパ吹奏者で
構成するラッパ団体チーム「上田市
消防団E」が、7月12日、長和町多目
的グラウンドで開催された上小地区
大会へ出場しました。上田市のほか、
東御市、長和町、青木村の消防団が
参加。市大会終了後も練習を重ねた
選手たちは、惜しみなくその成果を
披露し、見事な好成績を収めました。
【大会結果】
▽小型ポンプ操法（16チーム出場）
　第4位　武石第三分団

▽ラッパ吹奏団体（8チーム出場）
　準優勝　上田市消防団E
　　　（第八方面隊選抜チーム）

▽ラッパ吹奏個人（18人出場）
　第14位  村岡峻団員（武石第三分団）
　第15位  柿嶌洋一団員（　　〃　　）

上小地区大会
武石の選手たちが大健闘！

消防 
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印
刷
▼
有
限
会
社
大
和
印
刷

編
集
後
記
▼
武
石
の
澄
ん
だ
夜
空
に
花
火
が
上
が
ら
な
い
の
は
、ち
ょっ
と
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。で
も
夏

祭
り
で
は
、た
く
さ
ん
の
輝
く
笑
顔
に
出
会
え
、う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。不
景
気
で
花
火
が
上
が
ら
な

く
て
も
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
中
に
花
火
の
よ
う
な
輝
き
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
★  

〈
掛
川
〉

武石 
の
景風

再生紙を使用しています。

信広寺のサルスベリ

保育園に
おすもうさんがやってきた!!
保育園に
おすもうさんがやってきた!!

1「わっしょい！わっしょい！」元気な
かけ声でおみこしをかつぐ月組
園児2鈴を鳴らしておみこしを
ひっぱる花組園児3おみこしに
乗ったおばけ3人組4何ができあ
がるかな？5「それ、はいれっ！」
「やったぁ★はいったよ！」

1

2 3

4 5

さ
ぁ
さ
ぁ
　

み
な
さ
ん

　
　

お
願
い
だ
ぁ
〜

◆
斧
入
式
／
午
前
８
時

　
　

場
所  

小
沢
根
保
代
地
区

◆
御
柱
里
曳
き
／
午
後
１
時

　
　

場
所  

上
武
石
公
民
館
〜
信
広
寺

御
柱 

山
出
し
祭

子
檀
嶺
神
社

11
月
8
日（
日
）

　

8
月
11
日
、
武
石
保
育
園
に
伊
勢

ノ
海
部
屋
の
お
す
も
う
さ
ん
6
人
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
月
組
園
児
が

「
何
を
食
べ
て
大
き
く
な
っ
た
ん
で

す
か
？
」
「
体
重
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、

お
す
も
う
さ
ん
は
「
好
き
嫌
い
を
し

な
い
で
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
「
今

日
来
て
い
る
お
す
も
う
さ
ん
の
体
重

は
1
0
0
〜
1
7
0
㎏
で
す
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
す
も
う
さ
ん
vs
園
児
の
相
撲
で

は
、
小
さ
な
体
で
立
ち
向
か
っ
て
い

く
子
、
逃
げ
回
る
子
、
泣
き
出
す
子

な
ど
表
情
は
さ
ま
ざ
ま
。
ど
の
子
も

お
す
も
う
さ
ん
の
大
き
な
体
に
興
奮

し
て
い
ま
し
た
。

　

相
撲
の
あ
と
に
は
、
お
す
も
う
さ

ん
が
土
俵
に
上
が
る
と
き
の
ま
げ

「
大
銀
杏
」
を
結
う
の
を
見
学
。
不

思
議
な
型
に
で
き
あ
が
っ
て
い
く
光

景
に
園
児
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
す
も
う
さ
ん
と
記
念
写
真
を

撮
っ
た
あ
と
は
、
各
教
室
に
戻
り
、

お
す
も
う
さ
ん
と
の
昼
食
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

お
す
も
う
さ
ん
と
の
楽
し
い
時

間
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な

一
日
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　7月24日、武石保育園の『お
たからなつまつり』は、園児た
ちのおみこしと月組の元気な歌
でスタートしました。朝から天
気が心配されましたが、てるて
るぼうずを作った園児たちの願
いが届いたのか、祭りが始まる
ころには日がさしてきました。
　今年の祭りは、個性的なおば
けの3人組が登場する絵本
『めっきら　もっきら　どおん
どん』にちなんだおみこしやお
店屋さんがあり、園児たちはお
父さんやお母さんと一緒に祭り
を楽しんでいました。

▽きれいな花には『毒』がある!?
身近な花にも意外と毒性があります。エンジェ
ルトランペットもそのひとつ。観賞用として楽
しみましょう♪

　　　9月下旬～10月上旬。トランペット型
　の大きな花を咲かせます。夕方になると甘
い香りが漂います。

余里のエンジェルトランペット

花言葉

愛敬

武石の

花だより

保育園に
光るたからもの
保育園なつまつり

い
ち
ょ
う


